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研 究 情 報

　チャ炭疽病は、我が国の茶栽培における最重要
病害です。主要品種である「やぶきた」は炭疽病
に対して抵抗性が弱く、抵抗性品種の育成が望ま
れています。抵抗性品種の育成を効率的に行うた
めには、抵抗性の遺伝様式を明らかにすることが
必要です。

　チャ炭疽病抵抗性の検定方法は、圃場での発病
指数を調査する方法が 1970 年代に確立されました。
この方法によって、野菜茶業研究所（枕崎・金谷）
で保存されているほとんどの系統について抵抗性
が明らかにされています。南方系のアッサム変種、
アッサム変種と中国変種の雑種であるアッサム雑
種、中国本土の中国変種には抵抗性が強い系統が
多いのですが、我が国の在来種にも抵抗性が強い
系統が存在します。

　ダイアレル分析は、分散分析の結果から、相加
効果（小さな遺伝子による作用の積み重ねによる
効果）、優性効果（同じ遺伝子座で、遺伝子の組み
合わせにより生じる効果）、正逆交配間差（細胞質
にある遺伝子の効果、母親から遺伝する）、誤差を
求め、様々な遺伝的要因と環境的要因が、その形
質の発現にどれだけ関与しているのかを明らかに
する手法です。
　ダイアレル分析の結果、炭疽病抵抗性は、相加

効果だけでほぼ決まることが明らかになりました
( 表 1、表 2)。系列分散（Vr）に対する非系列分
散（Wr）の回帰も 1に近く、異なる遺伝子座にあ
る遺伝子間の交互作用も小さいと推定されました
（図 1）。つまり、いくつかの遺伝子座にある同程度
の効果の遺伝子によって支配され、その数によっ
て抵抗性の程度が決まるといえます。また、チャ
の病気に対する抵抗性は、遺伝的要因だけでなく、
気象などの自然的な環境、剪枝や施肥などの人為
的な環境にも影響されますが、炭疽病抵抗性は遺
伝率が高く（広義 0.947、狭義 0.943）、環境による
影響は極めて小さく、短期間で効率的に選抜でき
る形質であることが明らかになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
                                                    

ダイアレル分析による
チャ炭疽病抵抗性の遺伝解析

（機能解析部・茶生理遺伝研究室　池田奈実子）

　炭疽病抵抗性の検定方法と
　変種間・品種間差

炭疽病抵抗性の遺伝解析



研 究 情 報

メチル含有の性質とワンセットで遺伝する確率の
高い（遺伝学では『連鎖している』と言う）DNAマー
カーを検索しました。その結果、『TRWO－03S』
というマーカーのすぐ近くにMat 遺伝子座はあり、
その間の遺伝距離は 2.1cM（センチモルガン）と推
定されました（図1）。このDNAマーカーにより、「静
－印雑 131」の子供世代でアントラニル酸メチル非
含有個体を淘汰できます。

　「そうふう」や「藤かおり」の他、「静－印雑 131」
の後代の系統で、花香ありと判断されている「金谷 22
号」および「宮崎 24号」からもアントラニル酸メチル
は検出されました。Mat 遺伝子座の遺伝子型は、「や
ぶきた」が（mat/mat）、「静－印雑 131」が（Mat/
mat）、「そうふう」、「藤かおり」、「金谷 22 号」および「宮
崎 24 号」の遺伝子型は、その来歴より（Mat/mat）
と推定されています（表 1）。

　最近の中国茶への人気にみられるように、茶の香
気多様化へのニーズは大きいものがあります。チャ
の育成系統「静－印雑 131」の葉から作られるお茶
は特有の香気があり、この香気は『花香（はなか）』
と呼ばれてきました。「静－印雑 131」自体は緑茶
としては渋みが強すぎるのですが、この香気を育
種に利用するために、この「静－印雑 131」を交配
に使い、「そうふう」や「藤かおり」など、花香の
する品種・系統が育成されるようになっています。
　アントラニル酸メチルは、ほとんどの緑茶品種
には含まれないにもかかわらず、上記のチャ品種
に共通して含有されることから、この物質がこれ
らの品種の花香の主要な原因であると考えられる
ようになっています。

　「静－印雑 131」とアントラニル酸メチルを含有
しない「やぶきた」の子供の集団を調べると、ア
ントラニル酸メチルを含有する全ての個体から明
確な花香が感じられました。また、アントラニル
酸メチルを含有する個体としない個体が 1：1 に分
離し、この形質が一遺伝子座によって支配されて
いると判断し、この遺伝子座の名前をMat（Methyl 
anthranilate）と名付けました。
　さらに、この遺伝子座の存在をより確かに証明
するために、染色体上でこの遺伝子座のすぐ近く
にあり、結果としてMat、すなわちアントラニル酸

『花香』に関与する茶の香気成分
アントラニル酸メチルの含有の遺伝

（茶業研究部・育種素材開発チーム　田中淳一）

アントラニル酸メチル含有を決めている
のは一遺伝子座『Mat』

アントラニル酸メチルと『花香』

想定されるMat遺伝子座の遺伝子型
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クサイ品種と交配した場合でも、その子孫に抽苔がた
いへん遅い個体が出現することが確認できました（図
1のF2 のグラフ）。そこで、「はくさい中間母本農 8号」
は抽苔が遅い実用品種を作り出すための新しい素材
（中間母本といいます）として登録しました。「はくさい
中間母本農 8号」の利用により栽培しやすい春どりハ
クサイ品種が育成され、その安定生産に貢献すること
を期待しています。

図１　播種後、抽苔が観察されるまでの日数の比較
　　　　「無双」：一般的な市販品種
　　　　F１：「中間母本農 8号」と「無双」
　　　　との交雑後の第１世代
　　　　F２：「中間母本農 8号」と「無双」
　　　　との交雑後の第 2世代
　　　　「はるさかり」：既存の抽苔が遅い
　　　　市販品種

　ハクサイは国内では4番目に多く生産されている野菜
です。鍋料理に欠かせない食材の一つですが、最近で
はキムチや浅漬けの原料としての消費が多く、年間を通じ
て安定した需要があります。このため、ハクサイは国民
の消費生活の中で重要な野菜である「指定野菜」として、
周年安定供給体制が確立されており、一年を通じて国内
のいずれかの地域で生産されています。

　ハクサイは結球の有無に関わらず、発芽後に一定期
間低温に遭うと花芽が作られる性質があります。この
ため、3～ 5月に収穫する春どり栽培では、冬の低温
によって花芽が形成され、収穫前の苔立ち（このこと
を抽苔といいます）による商品価値の低下が問題となっ
ています。この対策として、苗を育てる際に加温したり
ビニルトンネルを利用して栽培するといった技術が確
立されていますが、どうしても労力やコストがかかりま
す。このため、施設や資材を必要としない抽苔しにく
い品種が切望されていました。

　私たちはこれまでの研究の中で、ハクサイと同じ植
物グループのツケナの中に、低温ではなく長日（日長
時間が 12 時間よりも長い状態）に反応して花芽が形
成される大変ユニークな性質を持った品種を見つけ、
この品種を素材に抽苔がたいへん遅い「つけな中間母
本農 2 号」を育成しました。ハクサイはツケナとの交
雑が容易なことから、「つけな中間母本農 2 号」がも
つ抽苔がたいへん遅い性質をハクサイに入れようと考
え、交雑と選抜を繰り返して育成したのが「はくさい
中間母本農 8号」です。

　低温にはほとんど反応しないことから、これまでに
市販されている抽苔が遅いどのハクサイ品種よりもさら
に抽苔が遅くなっており（図１）、春どり栽培でも無加
温や保温資材を使用することなく、安心して栽培する
ことができます。「はくさい中間母本農 8号」は市販の
品種に比べて球のしまりがややゆるいなど、実用レベ
ルでは改良すべき点があります。しかし、一般的なハ

（葉根菜研究部・アブラナ科育種研究室長  石田正彦）

苔立ちがたいへん遅いハクサイ
新品種「はくさい中間母本農８号」

ハクサイの苔立ち

 「はくさい中間母本農8号」の生い立ち

「はくさい中間母本農8号」の特徴
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